
(57)【要約】

【課題】　油圧のような特別な駆動源を有さず、簡易廉

価な装置にて拡大翼を小径から最大径へ、段階的に拡開

可能とする。

【解決手段】　逆転拡大ヘッドの拡大翼を上下方向に摺

動または揺動自在に支持し、段階的に所望段穿った分割

拡開用スリットをガイドプレートに、拡大翼を被嵌して

なる構成の装置にあり、また、スクリューロッドの正・

逆回転力と拡大ヘッドの上下動と土圧とを利用して、拡

大翼を段階的に小径から最大径へ、順次分割拡開させな

がら地中下端に球根を、及びまたは、中間拡径杭を造成

することを特徴とする。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 下 端 に 掘 削 刃 を 有 す る 拡 大 ヘ ッ ド ロ ッ ド の 上 部 外 周 部 に 設 け ら れ た 拡 大 翼 を 、 正 回 転 掘
削 時 に は 周 囲 の 土 圧 に よ り 拡 大 翼 を 閉 縮 さ せ 、 逆 回 転 時 に は 周 囲 の 土 圧 に よ り 拡 大 翼 を 拡
開 さ せ る 逆 転 拡 大 ヘ ッ ド に お い て 、 該 逆 転 拡 大 ヘ ッ ド の 拡 大 翼 を 上 下 方 向 に 摺 動 ま た は 揺
動 自 在 に 支 持 し 、 段 階 的 に 所 望 段 穿 っ た 分 割 拡 開 用 ス リ ッ ト を ガ イ ド プ レ ー ト に 、 拡 大 翼
を 被 嵌 す る こ と を 特 徴 と す る 逆 転 拡 大 へ ッ ド 。
【 請 求 項 ２ 】
　 下 端 に 掘 削 刃 を 有 す る 拡 大 ヘ ッ ド ロ ッ ド の 上 部 外 周 部 に 設 け ら れ た 拡 大 翼 を 、 正 回 転 掘
削 時 に は 周 囲 の 土 圧 に よ り 拡 大 翼 を 閉 縮 さ せ 、 逆 回 転 時 に は 周 囲 の 土 圧 に よ り 拡 大 翼 を 拡
開 さ せ る 逆 転 拡 大 ヘ ッ ド を 用 い て の 杭 造 成 方 法 に お い て 、 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド の 正 ・ 逆 回 転
力 と 拡 大 ヘ ッ ド の 上 下 動 と 土 圧 と を 利 用 し て 、 拡 大 翼 を 段 階 的 に 小 径 か ら 最 大 径 へ 、 順 次
分 割 拡 開 さ せ な が ら 杭 造 成 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 球 根 、 ま た は 及 び 中 間 拡 径 杭 の 造 成 方
法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 既 成 杭 、 場 所 打 ち 杭 等 の 地 中 下 端 に 球 根 を 造 成 す る 、 及 び ま た は 、 中 間 拡 径
杭 を 造 成 す る た め の 拡 大 掘 り 方 法 及 び そ れ に 使 用 さ れ る 拡 大 ヘ ッ ド に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 例 え ば 図 ６ に 示 し た よ う に 、 下 端 に 掘 削 刃 を 有 す る ヘ ッ ド ロ ッ ド １ ’ に 拡 大 掘 削
翼 を 、 該 ヘ ッ ド ロ ッ ド に 添 設 す る 閉 縮 位 置 か ら 上 記 掘 削 刃 の 掘 削 径 よ り も 大 径 の 拡 開 位 置
へ 揺 動 拡 縮 自 在 に 軸 支 し て な る 拡 大 ヘ ッ ド を 使 用 し 、 こ の 拡 大 ヘ ッ ド を 例 え ば 、 ア ー ス オ
ー ガ の 下 端 に 接 続 し て 、 先 ず ア ー ス オ ー ガ に よ り 地 中 支 持 層 ま で 縦 孔 を 掘 削 し 、 次 い で 拡
大 掘 削 翼 を 最 大 掘 削 径 に 拡 開 し て 支 持 層 に 所 要 長 掘 進 し て 円 筒 状 の 球 根 用 拡 大 孔 を 掘 削 し
、 次 い で セ メ ン ト ミ ル ク を 注 入 し つ つ 掘 削 土 砂 と 混 合 し て ソ イ ル セ メ ン ト を 形 成 し 、 次 に
既 成 杭 を 上 記 縦 孔 に 挿 入 し 、 杭 下 端 部 を 上 記 ソ イ ル セ メ ン ト に 圧 入 し て 拡 大 球 根 を 造 成 す
る 方 法 が 広 く 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 造 成 に 用 い ら れ る 拡 大 ヘ ッ ド と し て 、 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド （ 図 示 せ ず ） 下 端 の 掘 削 羽
根 の 外 周 部 に 拡 大 翼 を 拡 縮 方 向 に 回 転 自 在 に 軸 支 し 、 そ し て ス ク リ ュ ー ロ ッ ド の 正 回 転 に
よ る 掘 削 時 に は 周 囲 の 土 圧 に よ り 拡 大 翼 を 閉 縮 さ せ る が 、 拡 大 掘 削 の と き は ス ク リ ュ ー ロ
ッ ド を 逆 回 転 さ せ て 周 囲 の 土 圧 に よ り 拡 大 翼 を 拡 開 さ せ る も の が あ る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ）
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 上 記 の 従 来 ヘ ッ ド で は 、 逆 転 回 転 時 に 拡 大 翼 が 一 気 に 最 大 径 に 拡 開 す る た め 、
回 転 駆 動 部 に 過 大 な 掘 削 抵 抗 付 加 が 加 わ り 、 特 に 硬 質 地 盤 の 拡 大 掘 削 に お い て 、 ス ク リ ュ
ー ロ ッ ド が 回 転 不 能 に 至 る こ と が し ば し ば あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ を 改 善 す る た め 、 ヘ ッ ド ロ ッ ド 内 に 複 動 式 油 圧 シ リ ン ダ を 内 蔵 す る と 共 に 該 シ リ ン
ダ に 油 圧 を 給 排 す べ き ２ 系 統 の 油 流 路 を ス ク リ ュ ー ロ ッ ド 内 に 縦 通 し 、 油 圧 シ リ ン ダ に よ
り 拡 大 翼 を 任 意 角 度 で 徐 々 に 拡 開 で き る も の が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 　 　 　 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ３ ９ ６ ６ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 　 　 　 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ２ ２ ８ ９ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か る に 、 上 記 特 許 文 献 ２ の 方 法 で は 、 装 置 が 高 価 複 雑 に な る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 そ こ で 本 発 明 は 、 油 圧 の よ う な 特 別 な 駆 動 源 を 有 さ ず 、 簡 易 廉 価 な 装 置 に て 拡 大 翼 を 小
径 か ら 最 大 径 へ 、 段 階 的 に 拡 開 可 能 と す る こ と を 課 題 と し て な さ れ た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と し て 本 発 明 は 、 逆 転 拡 大 ヘ ッ ド の 拡 大 翼 を 上 下 方 向 に
摺 動 ま た は 揺 動 自 在 に 支 持 し 、 段 階 的 に 所 望 段 穿 っ た 分 割 拡 開 用 ス リ ッ ト を ガ イ ド プ レ ー
ト に 、 拡 大 翼 を 被 嵌 し て な る 構 成 の 装 置 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド の 正 ・ 逆 回 転 力 と 拡 大 ヘ ッ ド の 上 下 動 と 土 圧 と を 利 用 し て 、 拡
大 翼 を 段 階 的 に 小 径 か ら 最 大 径 へ 、 順 次 分 割 拡 開 さ せ な が ら 地 中 下 端 に 球 根 を 、 及 び ま た
は 、 中 間 拡 径 杭 を 造 成 す る 方 法 に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 作 動 手 順 に 配 慮 は 必 要 で あ る が 、 簡 易 な 構 造 の ま ま 縮 径 か ら 最 大 拡 大
掘 削 径 に 一 気 に 作 動 す る こ と が な く 、 段 階 的 に 分 割 拡 開 段 数 に 応 じ て 、 拡 大 翼 が 小 径 か ら
最 大 径 へ 順 次 拡 開 さ れ る た め 、 硬 質 地 盤 に お い て も 掘 削 抵 抗 が 過 大 と な り 、 ス ク リ ュ ー ロ
ッ ド が 回 転 不 能 に 至 る こ と が な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 拡 大 ヘ ッ ド 以 外 は 従 来 の 機 材 で よ く 、 イ ニ シ ャ ル コ ス ト や 整 備 に 特 段 の 配 慮 を す
る 必 要 が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 以 下 ， 本 発 明 を 図 面 に 示 す 実 施 の 形 態 を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 本 発 明 を 実 施 す る に 用 い る 逆 回 転 拡 大 ヘ ッ ド の 一 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 （ １ － １
） 、 と 底 面 図 （ １ － ２ ） で あ り 、 図 ２ は そ の 平 面 図 で あ り 、 図 ３ は 、 図 １ の Ｓ 矢 視 に お け
る 拡 大 翼 取 付 け 要 部 断 面 図 （ （ ３ － １ ） は 摺 動 式 、 （ ３ － ２ ） 及 び （ ３ － ３ ） は 揺 動 式 ）
で あ り 、 図 ４ は 、 ３ 段 の 分 割 拡 開 用 ス リ ッ ト ５ ， ５ が 穿 た れ た ガ イ ド プ レ ー ト ４ に 拡 大 翼
の 分 割 拡 開 支 持 部 ６ ， ６ が 被 嵌 さ れ て い る 位 置 状 態 を 示 す 作 動 図 で あ り 、 図 ４ は 、 図 １ に
お け る 作 動 手 順 に よ る 拡 大 翼 の 分 割 拡 開 支 持 部 の ３ 段 分 割 拡 開 ス リ ッ ト 内 作 動 図 で あ り 、
図 ５ は 、 図 １ の 拡 大 ヘ ッ ド に て 球 根 造 成 し た 時 の 球 根 造 成 過 程 （ （ イ ） ～ （ ニ ） ） を 示 す
断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま ず 、 拡 大 翼 の 取 付 け 部 が 摺 動 式 （ 図 ３ の （ ３ － １ ） ） の 構 成 の も の に つ い て で あ る が
、 こ の 逆 転 拡 大 ヘ ッ ド ３ は 、 ア ー ス オ ー ガ の ス ク リ ュ ー ロ ッ ド （ 図 示 せ ず ） 下 端 に 接 続 さ
れ る も の で 、 そ の 下 端 部 に は 掘 削 刃 ７ を 有 す る ヘ ッ ド ロ ッ ド ２ の 上 部 外 周 部 に 、 互 い に 直
径 方 向 の 相 対 す る 位 置 に 拡 大 翼 支 持 体 と し て の ブ ラ ケ ッ ト １ ３ ， １ ３ を 突 設 し 、 両 ブ ラ ケ
ッ ト １ ３ ， １ ３ に 拡 大 翼 １ ， １ の 取 付 け 部 が 軸 ８ ， ８ に て 水 平 回 転 及 び 上 下 摺 動 自 在 に 支
承 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 拡 大 翼 の 取 付 け 部 が 摺 動 式 の 構 成 の も の に つ い て で あ る が 、 揺 動 式 Ｉ （ 図 ３ の （
３ － ２ ） ） の 構 成 の も の は 、 両 ブ ラ ケ ッ ト １ ３ ， １ ３ に 球 体 摺 動 支 持 受 １ ０ ， １ ０ が 設 け
ら れ て お り 、 そ こ に 拡 大 翼 １ ， １ の 傾 斜 角 に 合 わ せ た 円 錐 逆 円 錐 に 穿 た れ た 中 空 孔 を 有 す
る 球 体 状 拡 大 翼 １ ， １ 取 付 け 部 ９ ， ９ が 軸 ８ ， ８ に て 揺 動 自 在 に 支 承 し て あ り 、 そ の 他 は
上 記 摺 動 式 の も の と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 揺 動 式 Ｉ Ｉ （ 図 ３ の （ ３ － ３ ） ） の 構 成 の も の は 、 両 ブ ラ ケ ッ ト １ ３ ， １ ３ に 球 体 摺 動
支 持 受 １ ２ ， １ ２ が 設 け ら れ て お り 、 そ こ に 拡 大 翼 １ ， １ の 球 体 状 取 付 け 部 １ １ ， １ １ が
揺 動 自 在 に 嵌 合 し て あ り 、 そ の 他 は 上 記 摺 動 式 の も の と 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 そ し て 、 摺 動 式 と 揺 動 式 の 差 異 な く 、 上 記 ブ ラ ケ ッ ト １ ３ ， １ ３ の 外 周 に は ３ 段 の ス リ
ッ ト ５ ， ５ が 穿 た れ た ガ イ ド プ レ ー ト ４ が 装 着 さ れ て お り 、 こ の ス リ ッ ト ５ ， ５ に 両 ブ ラ
ケ ッ ト １ ３ ， １ ３ に 取 付 け 部 が 支 承 さ れ た 拡 大 翼 １ ， １ の 分 割 拡 開 支 持 部 ６ ， ６ が 被 嵌 さ
れ 、 拡 大 翼 １ ， １ の 先 端 部 が ガ イ ド プ レ ー ト ４ か ら 突 出 し た 状 態 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 上 記 実 施 形 態 の 作 用 を 図 ２ か ら 図 ５ を 参 照 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま ず 、 所 定 の 杭 造 成 位 置 に て 、 ア ー ス オ ー ガ の ス ク リ ュ ー ロ ッ ド （ 図 示 せ ず ） 下 端 に 摺
動 式 逆 転 拡 大 ヘ ッ ド ３ を 接 続 し 、 ス ク リ ュ ー ロ ッ ド を 正 回 転 さ せ な が ら 設 定 深 さ ま で 地 盤
の 掘 削 を 行 （ 図 ５ の （ イ ） ） う 。 こ の 段 階 で の 、 ス リ ッ ト ５ ， ５ 内 で の 拡 大 翼 の 分 割 拡 開
支 持 部 ６ ， ６ は 拡 大 翼 １ ， １ が 水 平 方 向 か ら の 土 圧 を 受 け る 状 態 に あ る た め 、 図 ４ の （ Ａ
） の 閉 縮 位 置 、 即 ち 拡 大 翼 の 分 割 拡 開 支 持 部 ６ ， ６ 右 端 が ス リ ッ ト ５ ， ５ の ａ 壁 に 押 付 け
ら れ た 状 態 に あ る 。 尚 、 拡 大 翼 の 分 割 拡 開 支 持 部 ６ ， ６ 上 面 は 拡 大 へ ッ ド ３ 貫 入 に よ り 、
拡 大 翼 １ ， １ が 垂 直 方 向 下 か ら の 土 圧 を 受 け る た め 、 ス リ ッ ト ５ ， ５ の ｎ 面 に 押 付 け ら れ
た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 一 旦 回 転 を 止 め た 後 、 逆 回 転 さ せ て 第 １ 段 逆 転 拡 大 掘 削 を 行 う 。 こ の と き 、 水 平
方 向 か ら 逆 の 土 圧 を 受 け る こ と に な る の で 、 拡 大 翼 １ ， １ は 第 １ 段 の 拡 開 、 即 ち 拡 大 翼 の
分 割 拡 開 支 持 部 ６ ， ６ 左 端 が ス リ ッ ト ５ ， ５ の ｂ 壁 に 達 す る 。 こ の 状 態 （ 図 ４ の （ Ｂ ） ）
に て 拡 大 ヘ ッ ド ３ を 所 定 高 さ 引 上 げ る こ と に よ り 、 第 １ 段 の 拡 大 掘 削 （ 図 ５ の （ ロ ） ） が
行 わ れ る 。 尚 、 拡 大 翼 の 分 割 拡 開 支 持 部 ６ ， ６ 底 面 は 拡 大 ヘ ッ ド ３ 引 上 げ に よ り 、 拡 大 翼
１ ， １ が 垂 直 方 向 上 か ら の 土 圧 を 受 け る た め 、 ス リ ッ ト ５ ， ５ の ｇ 面 に 押 付 け ら れ た 状 態
と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ 段 の 拡 大 掘 削 が 終 わ っ た 時 点 で 、 回 転 を 止 め 、 拡 大 ヘ ッ ド ３ を 最 初 に 掘 削 し た 位 置
ま で 押 下 げ る 。 こ う す る こ と に よ り 、 拡 大 翼 １ ， １ が 垂 直 方 向 下 か ら の 土 圧 を 受 け 、 ス リ
ッ ト ５ ， ５ の ｈ 面 に 押 付 け ら れ た 状 態 （ 図 ４ の （ Ｃ ） ） に 移 動 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ う し て お い て 、 再 度 逆 回 転 さ せ て 第 ２ 段 逆 転 拡 大 掘 削 を 行 う 。 こ の と き 、 水 平 方 向 か
ら 逆 の 土 圧 を 受 け る こ と に な る の で 、 拡 大 翼 １ ， １ は 第 １ 段 の 拡 開 、 即 ち 拡 大 翼 の 分 割 拡
開 支 持 部 ６ ， ６ 左 端 が ス リ ッ ト ５ ， ５ の ｄ 壁 に 達 す る 。 こ の 状 態 （ 図 ４ の （ Ｄ ） ） に て 拡
大 ヘ ッ ド ３ を 所 定 高 さ 引 上 げ る こ と に よ り 、 第 ２ 段 の 拡 大 掘 削 （ 図 ５ の （ ハ ） ） が 行 わ れ
る 。 尚 、 拡 大 翼 の 分 割 拡 開 支 持 部 ６ ， ６ 底 面 は 拡 大 ヘ ッ ド ３ 引 上 げ に よ り 、 拡 大 翼 １ ， １
が 垂 直 方 向 上 か ら の 土 圧 を 受 け る た め 、 ス リ ッ ト ５ ， ５ の ｉ 面 に 押 付 け ら れ た 状 態 と な る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 更 に 、 第 ２ 段 の 拡 大 掘 削 が 終 わ っ た 時 点 で 、 回 転 を 止 め 、 拡 大 ヘ ッ ド ３ を 最 初 に 掘 削 し
た 位 置 ま で 押 下 げ る 。 こ う す る こ と に よ り 、 拡 大 翼 １ ， １ が 垂 直 方 向 下 か ら の 土 圧 を 受 け
、 ス リ ッ ト ５ ， ５ の ｊ 面 に 押 付 け ら れ た 状 態 （ 図 ４ の （ Ｅ ） ） に 移 動 す る こ と と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ の 後 、 再 度 逆 回 転 さ せ て 第 ３ 段 逆 転 拡 大 掘 削 を 行 う と 共 に 薬 液 通 路 を 経 由 し て 拡 大 へ
ッ ド ３ の 吐 出 口 か ら セ メ ン ト ミ ル ク 等 の 薬 液 を 吐 出 （ 図 示 せ ず ） さ せ な が ら 掘 削 ヘ ッ ド を
引 上 げ て 行 く 。 こ の と き 、 水 平 方 向 か ら 逆 の 土 圧 を 受 け る こ と に な る の で 、 拡 大 翼 １ ， １
は 第 ３ 段 の 拡 開 、 即 ち 拡 大 翼 の 分 割 拡 開 支 持 部 ６ ， ６ 左 端 が ス リ ッ ト ５ ， ５ の ｆ 壁 に 達 す
る 。 こ の 状 態 （ 図 ４ の （ Ｆ ） ） に て 拡 大 ヘ ッ ド ３ を 所 定 高 さ 引 上 げ る こ と に よ り 、 第 ３ 段
の 拡 大 掘 削 （ 図 ５ の （ ニ ） ） が 行 わ れ る 。 尚 、 拡 大 翼 の 分 割 拡 開 支 持 部 ６ ， ６ 底 面 は 拡 大
ヘ ッ ド ３ 引 上 げ に よ り 、 拡 大 翼 １ ， １ が 垂 直 方 向 上 か ら の 土 圧 を 受 け る た め 、 ス リ ッ ト ５
， ５ の ｋ 面 に 押 付 け ら れ た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ れ ら の 手 順 に よ り 球 根 造 成 が 完 了 し た 時 点 で 、 一 旦 逆 回 転 を 止 め 、 正 回 転 に 戻 す こ と

10

20

30

40

50

(4) JP 2005-290941 A 2005.10.20



に よ り 、 拡 大 翼 １ ， １ を 閉 縮 さ せ 、 拡 大 ヘ ッ ド ３ を 地 上 に 引 上 げ 回 収 し 、 既 成 杭 を 球 根 ま
で 挿 入 す る こ と で 、 球 根 付 杭 を ス ク リ ュ ー ロ ッ ド の 正 ・ 逆 回 転 力 と 土 圧 を 利 用 し て 拡 大 翼
１ ， １ を 段 階 的 に 拡 開 さ せ 造 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ こ で は 、 摺 動 式 に つ い て の 説 明 を 行 っ た が 、 揺 動 式 の 場 合 、 そ の 構 造 （ 図 ３ の （ ３ －
２ ） 及 び （ ３ － ３ ） 参 照 ） か ら 明 ら か な よ う に 拡 大 翼 １ ， １ が 縮 径 時 及 び 最 大 拡 開 時 に 水
平 に な ら ず 、 傾 斜 し た 状 態 に な る が 、 作 動 形 態 は 上 述 の 摺 動 式 の も の と ほ ぼ 同 様 に な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 尚 、 球 根 及 び 中 間 拡 径 杭 を 造 成 す る た め に は 、 上 記 手 順 に て 球 根 を 造 成 し た 後 、 ス ク リ
ュ ー ロ ッ ド を 正 回 転 さ せ な が ら 拡 大 ヘ ッ ド ３ を 引 上 げ 、 土 圧 に よ り 、 拡 大 翼 １ ， １ を 閉 縮
さ せ 、 所 定 位 置 ま で 拡 大 ヘ ッ ド ３ を 引 上 げ た と こ ろ で 、 上 記 手 順 を 行 う こ と に よ り 、 杭 の
所 定 中 間 部 に 拡 径 し た 杭 の 造 成 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 で は ３ 段 階 に 作 動 す る 例 を 示 し た が 、 ２ 段 階 以 上 の 場 合 に 適 用 可 能 で あ
る こ と は い う ま で も な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 　 本 発 明 に お け る 逆 転 拡 大 ヘ ッ ド の 一 実 施 形 態 を 示 す 正 面 図 （ １ － １ ） 、 底 面 図
（ １ － ２ ） 。
【 図 ２ 】 　 図 １ に お け る 拡 大 翼 部 拡 開 説 明 用 平 面 図 。
【 図 ３ 】 　 図 １ の Ｓ 矢 視 に お け る 拡 大 翼 取 付 け 要 部 断 面 図 （ （ ３ － １ ） は 摺 動 式 、 （ ３ －
２ ） 及 び （ ３ － ３ ） は 揺 動 式 ） 。
【 図 ４ 】 　 図 １ に お け る 作 動 手 順 に よ る 拡 大 翼 の 分 割 拡 開 支 持 部 の ３ 段 分 割 拡 開 ス リ ッ ト
内 作 動 図 。
【 図 ５ 】 　 図 １ の 拡 大 ヘ ッ ド に て 球 根 造 成 し た 時 の 球 根 造 成 過 程 （ （ イ ） ～ （ ニ ） ） 断 面
図 。
【 図 ６ 】 　 従 来 使 用 さ れ て い る 逆 転 拡 大 ヘ ッ ド の 正 面 図 （ ６ － １ ） 及 び 側 面 図 （ ６ － ２ ）
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ ， １ ’ 　 拡 大 翼
　 ２ ， ２ ’ 　 ヘ ッ ド ロ ッ ド
　 ３ ， ３ ’ 　 拡 大 ヘ ッ ド
　 ４ 　 ガ イ ド プ レ ー ト
　 ５ 　 ス リ ッ ト
　 ６ 　 拡 大 翼 の 分 割 拡 開 支 持 部
　 ７ ， ７ ’ 　 掘 削 刃
　 ８ 　 軸
　 ９ 　 取 付 け 部
１ ０ 　 球 体 摺 動 支 持 受
１ １ 　 取 付 け 部
１ ２ 　 球 体 摺 動 支 持 受
１ ３ 　 ブ ラ ケ ッ ト
ａ ～ ｎ 　 ス リ ッ ト 端 面
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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